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＜レベルⅠ＞ 

・薬物療法（基礎編）     ・精神科救急 

・疾患別看護         ・隔離高速時の看護 

・リスクマネジメント 

（リスクの感性を高める）   ・急変時の対応         

・摂食・嚥下         ・ケーススタディ 

＜レベルⅡ＞ 

・統合失調症患者のケア    ・認知症患者のケア 

・精神保健福祉法と地域移行  ・気分（感情）障害患者 

                のケア 

・精神科身体合併症の看護   ・看護研究 

・コミュニケーション 

＜レベルⅣ＞ 

・精神障害者の家族理解と対応 

・看護倫理 

・対人関係論 

・リーダーシップ研修 

・地域ケアセンター実習 

 

 

マニュアルに沿って、指導を受けながら看護

実践が出来る。 
到 達 目 標 

基本的な知識・技術・態度を習得し、指導を

受けながら看護基準・手順に沿って、安全な

看護実践ができる。 

期待される成果 

  基本的には自分で考え、看護実践が出来る。 到 達 目 標 

自立的に日常業務を遂行し、必要な看護実践が

でき、チームリーダーの役割が果たせる。 
期待される成果 

 

 

到 達 目 標 

期待される成果 

学生を含む後輩の指導・育成ができ、対象に応じ

た看護実践ができる。 

幅広い視野で、予測的判断をもち、看護実践にお

いてロールモデルとなり、日勤リーダーの役割が

果たせる。 
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到 達 目 標 

期待される成果 

卓越した知識により、状況判断して看護実践ができる。 

専門知識の習得を続け、看護実践に活かす事ができ、

チームメンバーに対し、専門領域の教育・指導ができる

日勤リーダーの支援ができ、主任の補佐ができる。 
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科 長 

主 任 ・中間管理職者研修 

希望ヶ丘ホスピタル クリニカルラダーの構造とレベルの定義 

＜レベル別 平成２９年度年間研修計画＞ 

・院外研修 １２回 

（日精看岡山支部） 

・院外研修 １４回 

（その他） 

＊すべてに出席するわけ

ではありません。 

 

その他 

・月例会 

・院内研究発表会 

・倫理研修会 

・新人・中途採用者 

 オリエンテーション 

・プリセプティ卒業式 

・三委員会研修 

・自主学習グループ 

 など 

 

＜レベルⅢ＞ 

・退院支援と社会資源     ・行動制限最小化 
・こころの理解        ・薬物療法（応用編） 

・リスクマネジメント（ＫＹＴ）・児童・思春期に精神障害を 

・高次脳機能障害        持つ人のケア         

・依存性           ・ナラティブ（看護観の育成） 

・管理者研修 


